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ポリオワクチン／13,740人分
CO2発生削減／97,250gでした。

累計で
 11,771,993個

4月 7日㈰　スポ・レク総会
20日㈯　地区グラウンド・ゴルフ大会
21日㈰　ビーチボール大会

5月11日㈯　公運協総会
16日㈭　コミ協総会
19日㈰　自治連総会

6月 2日㈰　市民体育祭ソフトボール大会

　地区総合防災訓練で
も日頃の備え、住民同
士の連携がいかに大切
かを学びました。防災
に強いまちづくりの高
揚を進めましょう。

お知らせ

引き続きよろしくお願いします !引き続きよろしくお願いします !

B
e born C

lim
bing G

ym

に
て
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
28
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
始
め
は
初
心
者
コ
ー
ス
で
先
生
に
登
り
方
・
降
り

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
い

ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
ま
で
ど
う
登
っ
て
行
く
か
参

加
者
同
士
で
考
え

た
り
、
皆
さ
ん
楽

し
ん
で
登
っ
て
い

ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
♪

地
区
コ
ミ
協
で
は
左
記
の
主
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
地
区
の
皆
様
、
是
非
ご
一
緒
に
！

●
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
南
越
谷
地
区
総
合
防
災
訓
練

●
普
通
救
命
講
習
会

●
防
災
講
演
会

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動

●
ク
リ
ー
ン
活
動

●
世
代
間
交
流
事
業

　
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

●
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
推
進
事
業

　
高
齢
者
の
バ
ス
ハ
イ
ク

●
防
犯
講
演
会
や
啓
発
事
業

●
地
域
で
取
り
組
む
交
通
安
全

●
広
報
誌
制
作

【
お
問
合
せ
】

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

☎
0
4
8
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9
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2
0
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彩
の
国

21
世
紀
郷
土
か
る
た
県
大
会

　
２
月
の
越
谷
市
大
会
に
続
い
て
県

大
会
が
日
高
市
に
て
大
野
知
事
ご
臨

席
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
越

谷
代
表
は
、
団
体
６
チ
ー
ム
、
個
人

６
名
が
参
加
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
は
団
体
５
チ
ー
ム
、
個
人
３
名
が

進
み
、
団
体
は
ベ
ス
ト
16
に
、
個
人

は
増
林
地
区
江
川
由
夏
さ
ん
が
４
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
地
区
代
表
の
渡

井
君
、
和
田
さ
ん

も
頑
張
り
ま
し
た
。

来
年
の
県
大
会
は

越
谷
市
で
行
わ
れ

ま
す
。
皆
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

３
月
17
日
㈰

３
月
10
日
㈰

南
越
谷
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟
大
会

　
快
晴
の
中
、
南
越
谷
小
学
校
校
庭
で
48
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
向
後
会
長
、
内
田
所
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

４
ゲ
ー
ム
32
ホ
ー
ル
に
て
競
い
ま
し
た
。
各

賞
品
と
全
員
に
記
念
品
が
渡
さ
れ
、
親
睦
と

健
康
維
持
の
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
10
日
㈯

第
29
回 

南
越
谷
地
区
総
合
防
災
訓
練

　
自
治
会
毎
に
防
災
訓
練
を
行
っ
た

後
、
午
前
10
時
に
南
越
谷
小
学
校
に

集
合
。
自
治
会
及
び
各
団
体
よ
り
７

８
７
名
の
参
加
で
南
越
谷
地
区
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
井
コ
ミ
協
会
長
の
開
会
挨
拶
、

来
賓
の
福
田
越
谷
市
長
及
び
黄
川
田

衆
議
院
議
員
よ
り
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
ら
が
守
る
防
災
訓
練
に
参
加
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
か
ら
始
ま
り
全
13
種
目
の
訓
練
・

体
験
と
救
急
工
作
車
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
・
災
害
状
況
パ
ネ
ル
等
の
展
示
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
心
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
越
谷
市
消
防
局
川
島

次
長
よ
り
訓
練
の
重
要
性
を
認
識
さ

れ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
と
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
連
合
会
の

岩
男
会
長
よ
り
多
く
の
関
連
機
関
の

ご
協
力
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
開
会
１
時
間
前
か
ら
炊

き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、「
と
ん
汁
」

「
ア
ル
フ
ァ
米
」
等
が
、
参
加
者
に

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
な
が
ら
風

の
強
い
中
、
参
加
・
支
援
さ
れ
ま
し

た
皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

スポ・レク

南
越
谷
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
よ
り

コ
ミ
協
は
設
立
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

記
念
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
募
の
お
知
ら
せ

公
募
の
お
知
ら
せ

コ
ミ
協
は
設
立
30
年

主催／ 南越谷地区コミュニティ推進協議会
 南越谷地区自治会連合会
 南越谷地区センター・南越谷公民館

順位 打数 備考氏名

優勝

２位

３位

59

70

70

髙山 進一

早坂 実

星 としい

大会記録

ダイヤモンド
３
月
10
日
㈰



講師：にしゃんた氏
（@nishan_tha）
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南越谷地区の参加者

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
議

第
10
回
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

南
越
谷
地
区
自
治
会
連
合
会
視
察
研
修

越
谷
市
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

花と緑とエコのまち推進事業環境・衛生部会

自
治
会
に
花
苗
を
配
布

南
越
谷
地
区
ク
リ
ー
ン
活
動

サ
ン
シ
テ
ィ
の
花
植
え

南
越
谷
地
区
二
十
歳
の
つ
ど
い

　
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
前
で
、
19
自
治
会
に
各
色
の
パ

ン
ジ
ー
の
花
苗
を
27
ポ
ッ
ト
ず
つ
配
付
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
ク
リ
ー
ン
活
動
終
了
後
に
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
花

壇
の
パ
ン
ジ
ー
を
追
加
植
え
替
え
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
パ
ン
ジ
ー
の
花
が
大
き
く
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の

花
壇
が
明
る
く
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

も
芽
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
各
自
治
会
で
も
早
速
、
花
苗

を
植
え
、
環
境
美
化
や
防
犯
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　
花
苗
の
配
付
の
後
、
環
境
・
衛
生
部
会
と
お
子
さ
ん
な

ど
14
名
で
、
の
ぼ
り
旗
「
街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」

を
掲
げ
、
軍
手
を
は
め
、
ゴ
ミ
袋
と
ゴ
ミ
ば
さ
み
を
手
に

し
て
新
越
谷
・
南
越
谷
駅
方
面
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
新
越
谷
駅
西
口
・
東
口
、
南
越
谷
駅
南
口
・
北
口
の
ロ
ー

タ
リ
ー
の
路
上
や
植
え
込
み
等
の
空
き
缶
、
瓶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
を
１
時
間
程
か
け
て
分
別

収
集
し
ゴ
ミ
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
一

人
一
人
の
心
が
け
で
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
者
は
南
越
谷
地
区
及
び
蒲
生
地
区
コ
ミ
協
、
お
子

さ
ん
、
越
谷
市
役
所
、
イ
オ
ン
、
園
芸
店
な
ど
か
ら
26
名
。

　
以
前
か
ら
植
え
て
あ
る
パ
ン
ジ
ー
は
そ
の
ま
ま
に
、
入

口
の
花
壇
の
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
刈
り
取
り
、
ヒ
ナ
ギ
ク
の

花
苗
１
２
０
ポ
ッ
ト
を
植
え
ま
し
た
。

　
花
植
え
の
後
に
視
聴
覚
室
で
、
南
越
谷
地
区
及
び
蒲
生

地
区
コ
ミ
協
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
は
初
め
て
で
し
た
が
、
今
後
と
も
協
力
し
て
活

動
し
て
い
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
連
絡
会
議
で
は
、「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
し
て
い
る
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
が
、
そ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
か
ら

現
在
の
運
営
状
況
、
な
ら
び
に
今
後
の
活
用
に
あ

た
っ
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
現
在
登
録
者
数
が
４

千
名
を
超
え
、
地
区
人
口
約
２
万
６
千
名
に
対
し
て

一
割
を
超
え
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
多
く
の
機
能

を
駆
使
し
、
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
反
面
、
そ
の
費
用
の
増
大
や
配
信
ブ
ロ
ッ

ク
の
増
加
な
ど
の
課
題
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
地
区
の
推
進

協
議
会
が
今
後
、

同
様
な
取
り
組
み

を
す
る
際
に
役
立

つ
多
く
の
情
報
が

提
供
さ
れ
、
参
加

者
の
関
心
も
高

く
、
熱
心
な
質
疑

応
答
も
さ
れ
て
大

変
有
意
義
な
会
議

と
な
り
、
今
後
の

活
用
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
晴
天
の
も
と
、
令
和
５
年
度
南
越

谷
地
区
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
富

士
中
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
越
谷
地
区
の
対
象
者
３
３
５
人

（
市
全
体
で
は
３
千
３
１
９
人
）
の

う
ち
、２
６
８
人
が
式
典
に
参
加
し
、

旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
催
し
物
の
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
行
っ
て
い
た
茶
話
会
も
規
模
を
縮

小
し
て
復
活
し
た
ほ
か
、
抽
選
会
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
二

十
歳
の
つ
ど
い
」
は
、
例
年
８
月
頃

に
実
行
委
員
を
募
り
数
回
の
会
議
を

重
ね
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
新
成
人

で
お
手
伝
い
で
き
る
方
は
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
10
時
〜
14
時
ま
で
自

治
会
館
内
と
テ
ン
ト
を
利

用
し
て
「
自
治
会
の
お
祭

り
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
料
理
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
、
賑
や

か
に
談
笑
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
竹
内
自
治
会
長
は
60

周
年
を
間
近
に
し
、
こ
の

結
果
を
反
映
し

た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

２
月
24
日
㈯

２
月
24
日
㈯

３
月
17
日
㈰

２
月
15
日
㈭

２
月
15
日
㈭

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
主
催

１
月
７
日
㈰

１

㈯

越
谷
中
央
市
民
会
館
　
１
月
20
日
㈯

３

２

㈯

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
３
月
２
日
㈯

２
月
18
日
㈰
、
19
日
㈪

３
月
17
日
㈰

南
団
地
自
治
会
の
お
祭
り

　
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
4
0
年
前
に
留
学

に
来
ら
れ
、
大
学
院
終
了
後
に
社
会
学
者
、
タ
レ

ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
「
に
し
ゃ
ん
た
氏
」
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
地
域
活
性
化
に
国
際
化
の
視
点

を
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
国
際
化
と
い
う
前
に
、
人
は
皆
そ
れ

ぞ
れ
違
い
、
そ
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
レ
ベ
ル
と

そ
れ
に
伴
う
人
・
社
会
の
変
化
の
関
係
性
に
つ
い

て
図
を
用
い
て

見
え
る
化
し
て

説
明
さ
れ
、
豊

富
な
具
体
例
を

示
し
な
が
ら
、

移
民
や
異
文
化

の
理
解
や
そ
れ

に
伴
う
社
会
の

変
化
や
人
の
変

化
に
対
し
て
も

同
様
に
何
が
大

切
か
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
内

容
の
濃
い
話

で
、
講
演
者
の

経
験
を
踏
ま
え

た
話
が
非
常
に

面
白
く
、
か
つ

有
意
義
な
講
演

会
で
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
の
自
治
会
長
ら
14
名
が
４
年
ぶ
り

と
な
る
２
日
間
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
福
島
県
双
葉
町
、
浪
江
町
に

向
か
い
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
津
波
被
害
を
受

け
た
地
域
の
復
興
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
原
子

力
発
電
所
周
辺
で
は
、
今
で
も
至
る
所
に
帰
還
困

難
区
域
が
存
在
し
、
多
く
の
建
設
重
機
が
稼
働
す

る
な
ど
、
震
災
後
約
13
年
が
経
過
す
る
今
日
に
お

い
て
も
、
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
福
島
県
の

復
興
に
向
け
て
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
地
震
災
害
に
対
す

る
備
え
や
対
応
の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
越
谷
市
内
自
治
会
及
び
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
87
名
の
参
加
で
越
谷

市
危
機
管
理
室
２
名
の
講
師
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、①「
水
害
に
つ
い
て
」
で
は
越
谷
市
の

特
徴
、
過
去
の
水
害
、
情
報
収
集
に
つ
い
て
、②「
地

震
に
つ
い
て
」
で
は
越
谷
市
で
想
定
さ
れ
る
被
害
、

過
去
の
地
震
、
能
登
半
島
の
地
震
、
事
前
の
備
え

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、①
自
主
防
災

組
織
の
取
り
組
み
事
例

紹
介
。②
自
主
防
災
組
織

育
成
費
補
助
金
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
、

越
谷
市
の
防
災
全
般
が

理
解
で
き
ま
し
た
。


